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西表島のイリオモテヤマネコとカンムリワシ 
―２種の絶滅危惧種は限られた餌をうまく使い分けていた― 

概要 
琉球大学大学院 理工学研究科 戸部有紗 修士課程学生（研究当時、現：京都大学大学院 理学研究科 博

士課程学生）、琉球大学医学部 附属実験実習機器センター 佐藤行人 准教授、琉球大学 理学部 伊澤雅
子 教授（研究当時、現：北九州市立自然史・歴史博物館 館長）らの研究グループは、絶滅が危惧される沖
縄県西表島のイリオモテヤマネコとカンムリワシの食性を、DNA を用いた手法で解析することで、種間の共
存機構の一端を解明しました。 
本研究では、小島嶼である西表島に食物連鎖のトップとして同所的に生息し、餌品目も共通するとされてい

たイリオモテヤマネコとカンムリワシの、餌資源を巡る競合に着目しました。2 種の食性を、従来の手法より
解像度が高いと期待される DNA バーコーディング法 1により解析した結果、両種から検出された餌品目は異
なる特徴を示し、2種が資源をうまく使い分けることで小さな西表島での共存が可能になっていることが示唆
されました。西表島のアンブレラ種 2である 2種の共存機構の一端を解明し、今後の保全にも繋がる成果とな
りました。本研究成果は、2024年 4月 2日に国際学術誌「Scientific Reports」にオンライン掲載されました。 
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１．背景 
 一般に、面積の小さな島では食物連鎖の下位に位置する動物の種数や個体数が限られるため、それらを餌と
して利用する捕食者の種数や個体数も相対的に少なくなります。このような島では、沖縄島のように、上位捕
食者がいない場合も珍しくはありません。ところが琉球諸島の南端に位置する西表島には、おおよそ東京 23
区の半分ほどの面積であるにも関わらず、日本を代表する特別天然記念物である肉食動物のイリオモテヤマネ
コ、カンムリワシが生息しています。胃内容物および糞内容物の目視観察や、採餌行動の直接観察による従来
の研究によると、両種ともに脊椎動物から無脊椎動物まで様々な動物を食べ、さらに２種の間で利用する餌品
目は共通するものが多いことが分かっていました。しかし、同所的に生息し、同じような食性を示す種の間で
は、餌資源を巡る競合が起こるはずです。そこで本研究では、より解像度が高い手法だと期待される DNA バ
ーコーディング法を用いた両種の食性解析を実施し、それぞれの餌品目の出現頻度 3に着目して直接比較を行
うことで、両種の間の餌資源をめぐる競合の有無を調べました。 
 
２．研究手法・成果 
 研究グループは、夏季と冬季の西表島で、イリオモテヤマネコとカンムリワシのフンを直接採集しました。
また、林野庁沖縄森林管理署および環境省西表島野生生物保護センターからもフンを提供いただきました。入
手したフンから DNA を抽出し、配列を解読した後、配列の情報をもとにそれぞれの餌動物を特定しました。 
 その結果、餌動物の構成内容が両季節ともに種間で有意に異なることが判明しました（参考図）。さらに、
先行研究と同様に、いくつかの餌動物については、2 種の間で重複して検出されましたが、そのほとんどで出
現頻度が有意に異なることが分かりました。以上の本研究の成果と従来の知見を総合すると、イリオモテヤマ
ネコもカンムリワシも、潜在的には様々な餌動物を食べることができるが、実際に利用する餌動物の頻度には
異なる傾向があることが示唆されました。このような食性の違いが、両種の間に生じる競合を避け、西表島の
ような小さな島での共存を可能にしていると考えられました。 
 
３．波及効果、今後の予定 
 本研究の成果によって、イリオモテヤマネコとカンムリワシを頂点とした、上位捕食者が複数生息する西表
島の生態系のしくみの一端が明らかになったと同時に、DNA バーコーディング法の解像度に立脚して、絶滅
危惧種 IA 類（環境省）およびアンブレラ種である彼らの食性をより詳細に解析することができました。2021
年に世界自然遺産に登録された西表島では、生態系の保全についてより活発に議論が行われるようになりまし
た。保全を行っていくうえでは、実際にそこに生息している動物の生態や生物種間の関係性を詳しく知ること
が非常に重要です。今回は、幅広い餌動物を利用するイリオモテヤマネコとカンムリワシが、それぞれ特徴的
な食性の傾向を示すことが明らかになりました。そのため、現在の西表島の豊富な生物多様性を維持していく
ことが、今後も両種の競合の可能性を回避し、生態系全体のバランスを維持していくうえで重要であることが
示唆されます。 
本研究で、研究グループは、西表島という小さな島の中での捕食者の餌資源の使い分けという現象を明らか

にしました。ただし、特に冬季のカンムリワシのフンのサンプルサイズが限られていたことから、今後も継続
的な試料採集と分析・モニタリングが必要であると考えられます。また、特にイリオモテヤマネコの食性は、
その年毎の渡り鳥の飛来数にも大きく影響を受けると想定されるため、今後は経年的な食性の変遷を分析して
いくことで、より詳細な共存機構の解明に繋がると考えます。イリオモテヤマネコとカンムリワシの食性を長
期的にモニタリングしていくことは、西表島の生態系全体の保全にも大きく貢献すると期待されます。 



４．研究プロジェクトについて 
 本研究は、公益財団法人自然保護助成基金第 29 期（2018 年度）プロ・ナトゥーラ・ファンド助成および
JSPS科研費(17K19298、20K12258、23H03589)の支援を受けて実施されました。 

＜用語解説＞ 
1. DNA バーコーディング法 : 近年食性解析に広く用いられるようになってきた技術。動物のフンに含まれ

る餌動物由来の DNA を検出し、それぞれの餌動物に特有な DNA の配列を読むことで、餌動物を特定する
手法。

2. アンブレラ種 : 個体群維持のために、餌資源の量など一定の条件が満たされる広い生息地が必要な種。生
態系の中で、その種を保全することでより下位の生態的地位を有する多くの動物の保全にも繋がる種のこ
と。

3. 出現頻度 : 解析に用いたすべてのフンのうち、ある餌動物が検出されたフンの割合。

＜研究者のコメント＞ 
イリオモテヤマネコは、私自身が野生動物研究や保全へと興味を持ったきっかけの動物であり、こうして学

術研究及び保全に関わる成果として貢献できたことは大変嬉しく思います。しかし、西表島でのフィールドワ
ークを通して新たにカンムリワシの魅力に取り憑かれ、現在はカンムリワシをメインに研究をさせていただい
ていることには何かしらの運命的なものを感じます。(戸部) 

＜論文タイトルと著者＞ 
タイトル：Seasonal diet partition among top predators of a small island, Iriomote Island in the Ryukyu

Archipelago, Japan（琉球諸島に位置する小島嶼である西表島の頂点捕食者の間の、季節的な餌資
源の使い分け） 

著 者 : Alisa Tobe, Yukuto Sato, Nakatada Wachi, Nozomi Nakanishi, Masako Izawa 
戸部有紗（京都大学大学院 理学研究科 博士後期課程）・佐藤行人（琉球大学医学部 附属実験実
習機器センター 准教授）・和智仲是（琉球大学 熱帯生物圏研究センター 助教）・中西希（北九
州市立自然史・歴史博物館 学芸員）・伊澤雅子（北九州市立自然史・歴史博物館 館長） 

掲 載 誌：Scientific Reports    DOI：https://doi.org/10.1038/s41598-024-58204-6 
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＜参考図表＞ 

参考図. それぞれのフンに含まれた餌動物の構成内容の類似度を基に、類似度が大きいフンは近くに、小さい
フンは遠くにプロットした図。それぞれの点が一つのフンを示す。 

mailto:comms@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:kohokoho@acs.u-ryukyu.ac.jp

